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間に有意差を認めた。安静時唾液中 1 つの代謝産物濃度、刺激時唾液中 3 つの代謝産物
濃度は、唾液分泌量との相関を示した。本論文では、以上の結果が明瞭に示されており咀
嚼刺激により唾液中の代謝産物の変動が生じることが明らかになった。さらには、メタボ
ローム解析を用いて唾液サンプルを評価する研究において、咀嚼刺激の影響を考慮する際
の新しいパラメーターが提供された点は、今後の唾液研究の進展に大きく貢献する論文で
あると評価した。 
本審査委員会は、1回の論文審査と 2回の口頭試問において、十分に内容を理解し質問に
対しても明瞭に回答することを確認できており、博士（歯学）の学位に相当する能力があ
ることを判断した。 
 
 
 
